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 高速増殖炉での炉心溶融事故時には，溶融燃料の微粒化挙動を把握することが重要となる．本報では，

溶融した低融点金属を水中に射出し，射出条件による微粒化挙動の違いを評価した結果を報告する． 
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1. 緒言 
 高速増殖炉での炉心溶融事故の炉容器内終息達成のため，

事故後冷却性の評価では，冷却材中にジェット状に射出さ

れた溶融燃料の微粒化挙動の把握が必要となる．本報の目

的は，冷却材中の溶融ジェットを可視化し，射出条件によ

る微粒化物挙動の違いを評価することである． 
2. 実験 
 実機では，溶融燃料と冷却材の初期接触界面温度が溶融

燃料の融点以下となることが想定される．実験では，この

模擬を目的に，低融点金属（融点 Tmelt = 138 ˚C）と水を使

用し，初期温度を Tj と Tc とした．侵入速度 vj0 は，射出

径 Dj0 のノズル先端と液面までの距離の調節により設定し

た．ここで，Ti は初期接触界面温度

[1]
である． 

3. 結果 
 可視化結果より，Fig. 1 に示す通り，溶融ジェットが，

（a）：分散し消失する，（b）：部分的に分散する，（c）：大

規模に変形する，（d）：棒状に固化する挙動に分類できた．

Fig. 2 に，vj0 がおよそ 3 と 1 m/s における，温度条件と溶

融ジェット挙動の関係を示す．この結果から，Ti < Tmelt と
なる界面固化の影響が大きいと考えられる条件でも，vj0 が
速く，Tc が高い条件では，溶融ジェットが分散することが

分かる．さらに，同程度の vj0 でも，Tj もしくは Tc が高

いほど，また，同一の温度条件でも，vj0 が速いほど，溶融

ジェットが分散し易い傾向を示すことが明らかとなった．

今後は，射出径も含めたより広範囲での実験の実施ととも

に，微粒化物の計測結果を含めた分類方法を検討する． 
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